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研究成果の概要（和文）：RANSとLESのハイブリッド乱流計算における境界面の乱れ生成を適切にモデル化する
ために、スケール空間のエネルギー輸送とそれに伴う渦構造の解析を行った。二点速度相関を用いてスケール空
間の新たなエネルギー密度を提案し、チャネル乱流のDNSデータを解析することにより、スケール空間でエネル
ギーの逆カスケードを伴う縦渦構造を抽出した。その縦渦構造を維持し適切な乱れを生成するためのLESモデル
の検証を行った。

研究成果の概要（英文）：Vortical structures associated with the energy transfer in the scale space 
were examined to adequately model the turbulence generation at the interface between the RANS and 
LES regions of hybrid turbulence simulation. A new energy density in the scale space was proposed 
using the two-point velocity correlation and it was applied to the analysis of the DNS data of 
turbulent channel flow. As a result, streamwise vortical structures were found which are associated 
with the inverse energy cascade in the scale space. LES models were examined to sustain the vortical
 structures and to adequately generate the turbulent fluctuations.

研究分野： 流体物理学

キーワード： 乱流モデル　RANS　LES　ハイブリッドモデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自然界や工学分野でよく見られる高レイノルズ数乱流をLESで数値計算する際、壁面近くや上流領域でRANSを用
いることが多い。RANSからLESへ切り替わる境界面近くでは乱れ速度の生成を適切に再現する必要がある。単に
経験的な関数で乱れを付け加えるのでなく、物理的な機構に基づくモデル式を提案するために、本研究で行われ
たスケール空間でのエネルギー輸送とそれと伴う渦構造の解析は重要な役割を果たす。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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